
 

 

 

 

 
 

地域の皆様に見守っていただいて 

 
副校長  諏訪部 民子 

 

紫陽花が美しい季節となりました。保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育

活動にご理解とご協力をいただきまして、心よりお礼申し上げます。 

先日、地域にお住まいの方から１本のお電話をいただきました。子どもたちが何人かで下

校していたときのこと。坂道で１年生の女の子が転んでしまったそうです。すると、そばに

いた３年生の男の子が持っていた消毒液と絆創膏で傷の手当てをしてあげたそうです。その

様子をご覧になり、とても感銘を受けたと学校にお電話をしてくださったのです。「年下の

子が困っているときに、すぐに優しく手を差し伸べられる子どものすばらしさはもちろんの

こと、そのような優しいお子さんを育てているご家庭もとてもすばらしいので、ぜひ学校で

褒めてあげてください。」とおっしゃってくださいました。 

平戸小学校の地域の皆様は、いつも温かく子どもたちを見守ってくださっています。先日、

本校体育館で行った平戸地区少年少女スポーツ大会では、平戸台小学校と平戸小学校の子ど

もたちが一緒にドッジビーを楽しみました。地域の子どもたちが仲良く交流する姿は、とて

も微笑ましく感じました。毎月行われる「みはらし公園清掃」でも、地域の皆様と一緒に子

どもたちも活動をしています。いつでも地域の皆様に温かく見守っていただけること、心よ

り感謝しております。そのおかげで、子どもたちが安心して生活をすることができ、その安

心感から、友達に対する優しい気持ちが育っているのだと感じます。 

校内でも、休み時間に怪我をした下級生を上級生が保健室まで送ってくる姿をよく見ます。

学校の中で、地域の中で、たくさんの優しい気持ちをもらって育っている子どもたちです。

これからも、友達が困っているときに、さりげなく優しい言葉をかけたり、手伝ったりでき

る平戸小学校の子どもたちでいてほしいです。 

きっと、助けてもらった１年生は、来年、再来年と成長したときに、自分がしてもらった

ときと同じように、年下の１年生に優しく接することができるでしょう。 

今後とも、これまでと同様に子どもたちを温かく見守っていただき、ご支援、ご協力を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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